ゲルの変遷と空間変化 - ゲルから固定家屋へ移住を考察して - by 那木拉 & Namula
第３章   ゲルの変遷と空間変化 ̶̶ ゲルから固定家屋へ移住を考察
して ̶̶ 
那木拉
NAMULA
要旨 : 21世紀に入ってから、内モンゴル地域の生態環境の悪化が国内外の研究者たちに注目
されてきた。内モンゴル地域の生態環境の変化を対象とした研究あれば、モンゴルの伝統文
化変容を対象とした研究もある。しかし、研究方法などが異なっても、内モンゴルの生態環
境の保護や破壊されている生態環境を回復させる目的は同じである。
そこで、本研究は、内モンゴルの遊牧民たちを定住化させる政策の影響で、定住化が進ん
だ牧畜民たちの住宅変化を記述したものである。遊牧民たちは、草原で移動する生活に適し
たゲルという住宅を作り上げ、使用し続けてきた。ゲルの構造から見ると、持ち運びやす
く、組み立てが容易なだけではなく、生態環境を配慮した点も大きい。本論では、ゲルの中
の場やルールを説明し、草原の生態環境保護とリンクしたゲル文化を紹介する。これまでの
定住化政策の実施と市場経済化の影響で、住居がゲルから固定家屋に変化し、生態環境保護
の面も急速に変容してきた。人々が定住し、そして草原が分割され請け負わされた結果、
人々にとっての草原は、共有物としてではなく個人所有物と変化していった。また政策面に
おいては、生態環境の保護よりも、家畜を飼育するコストを削減することによって得られる
利益を優先した結果、生態環境を破壊するようになった。つまり、政策の不適切な実施によ
り、遊牧世界の生活空間が変化し、人々が自然環境に属していたから、自然環境を支配する
ような関係へ変化したのである。一方、「奥」の場や火を大事にする文化などの伝統文化が
保たれている一面もある。人々は、遊牧世界の生活空間を変えようとしただけではなく、生
活空間が変化されているとも言える。
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Ⅰ   はじめに
内モンゴルの生態環境、経済や伝統文化は急速に変化している。その中でもっとも注目さ
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れているのは生態環境の変化である。2000年以来、モンゴルの生態環境の悪化が原因で起
きている黄砂の被害は、内モンゴルの人々に家畜飼育の困難などの直接的な影響を与えただ
けでなく、北京などの大都市にも襲いかかり、中国政府は新しい生態環境政策を打ち出すほ
ど追い込まれている。しかし、生態環境の回復を目指した有効な政策を決定するためには、
まず内モンゴルの生態環境を悪化させた原因を探さなければならない。そこで、政府は、生
態環境を悪化させた原因が過放牧、乱開墾、乱伐採であると指摘し、「退牧還草」(放牧を
やめて牧草地の生態環境を回復させる) 政策を打ち出した。それに対して研究者たちは、内
モンゴルの生態環境を悪化させた原因は、内モンゴルで実施されていた諸政策がモンゴル民
族の伝統的な生活を破壊したことにあると指摘するようになった［シンジルト 2005］。
本論文は、内モンゴルのモンゴル人たちの定住化する過程、つまりゲルから日干しレンガ
や焼きレンガで作った固定化した家屋に住むようになったときに起きた、住宅空間および伝
統文化の変容について考察したものである。まず、ゲルと固定家屋の構造、組み立て方、利
用の空間構造などを紹介する。そしてゲルと固定家屋を、環境への配慮の面から分析しなが
ら、ゲルから固定家屋へ移住したときに起きた文化変容について検討する。
Ⅱ   ゲルの構造
ゲルとは、モンゴル民族の伝統的家屋のことである。モンゴル民族の遊牧民たちは「五畜 
(駱駝、馬、牛、羊、ヤギ) 」を飼い、モンゴル高原で放牧をしながら移動する、あるいは移
動しながら放牧をするために、住まいとしてのゲルを作り出した。遊牧民たちは、移動しな
がら放牧をするため、一年間の移動回数が何十回となることもある。このような移動が多い
遊牧生活に適したゲルの特徴は、分解して持っていける、持ち運びやすい、組み立てが簡単
かつ迅速にできることである。ゲルの材料は木材と家畜の毛だけである。使われている木材
が多いため、モンゴル民族は森から草原に移ってきたのではないかという仮説もある［勒内 
2003］。そのため、以下の解説では、ゲルを構成している材料を分類し、まずは木材、そ
れから家畜の毛で作った『ボリエス (フェルト) 』と『オーソル・ブセルロ (綱) 』の順番で
紹介する。
１   ヤス・モド (木材)
モドとは木を指しているモンゴル語である。ヤスとは骨のことである。ヤス・モドとは骨
に当たる木材、つまり、木材を組み立てればゲルの形が出来上がるという意味である。そこ
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で、ゲルのヤス・モドであるトーノ、ハナ、オニ、ハーラガとバガナを紹介しよう。
①   トーノ (図１)
『トーノ』とはゲルの一番高いところであり、ゲルの中心点でもある。そのため、トーノ
はモンゴル人たちに尊敬され、家族の盛衰のシンボルになっている。形状は、傘が開いたよ
うな形をしており、十字の木の棒で二つの同心円を固定している。固定している十字の棒を
『ヘーチ』と言い、東西の棒を『ノヤン・ヘーチ』、南北の棒を『ゴル・ヘーチ』と呼んで
いる。十字棒以外にも、二つの同心円を固定している四つの棒を『ダーガ』と呼ぶ。二つの
同心円のうち、外側のものには『サマガ』と呼ばれている多数の穴がある。ゲルを組み立て
るとき、『サマガ』に『オニ』という刺し棒を刺して、ゲルの屋根を構成する。トーノのデ
ザインは多彩であり、主に『ヘ・オガッジ』というモンゴルの伝統的な絵が描かれている。
女性自身や女性の衣類などは、トーノの上に出ないようにする。勿論、トーノを踏んだり、
トーノの上を踏み越えたりすることは家族の運を悪くさせると見られ、禁じられている。
②   ハナ (図１)
『ハナ』は壁の部分に当たる。沢山の丸い木の棒を斜めに固定し、菱形の格子状に形作
る。伸縮自由に作られているため、ハナだけではゲルの大きさが正確に決められないが、普
通はゲルの大きさをハナの数で表している。例えば、『モンゴル民族伝統文化概要』では、
「普通の家庭は４、５、６のハナからなるゲルに住むことが多いが、七から十までの大きな
ゲルに住む家庭もいる」と書かれているし［徳全 1999］、モンゴル民族の英雄伝などでは
住まいの広さが「12ハナのゲル」といった表現で表される。
ハナは下部が真っ直ぐであるが、上部は若干湾曲している。ハナを上から紹介すると、
『トロゲ』という若干外側に曲がった頭の部分、『エリゲ』という若干内側に曲がっている
部分、『セール』という上部の曲がっている部分と下部のつながりの部分、『シェーリ 
(蹄) 』というセールから下の真っ直ぐになった部分、以上４つの部分から成り立っている。
丸い木の棒が交差している所には穴を開け、『ソル』という牛の皮で作った綱で固定する。
固定しているソルを『ウデーㇽ』と呼んでいる。ハナの伸縮量を『ナェグチ』と言う。ナェ
グチの大きさは、ハナのトロゲとウデーㇽに直接的な関係があり、ナェグチが大きくなれば
なるほどトロゲとウデーㇽも大きくなる。
ゲルのハナの数はトーノの大きさで決められている。トーノのヘーチ (ノヤン・ヘーチと
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ゴル・ヘーチ) を『トゥー』(親指と中指の一番長い距離) で測って、トゥー四つ分の大きさ
のトーノには四つのハナ、トゥー五つ分の大きさのトーノには五つのハナというように、
ヘーチの長さでハナの数が決められ、さらにゲルの広さが決められている。
③   オニ (図１)
『オニ』とはトーノを刺して、屋根を構成する刺し棒である。トーノを刺すため、先頭部
は細くなっており、色は緑である。オニの後部には、ハナとつなぐための綱がつけられてお
り、赤色になっていることが多い。オニの表面には絵が描かれることもある。オニの数は、
トーノの穴とハナの頭とセットになっている。
オニの数について様々な説がある。インターネットで調べても、「88本のオニが基準であ
る」という説や、78本のオニという説などがあった。先行研究には「ハナの頭の数は14, 
15, 16のものが最も一般的である」と書かれている例もある［INAXギャラリー企画委員会 
1993］。筆者の行った聞き取り調査では、ハナには二種類があって、大きなハナには15本
のオニ、小さいハナには12本のオニが対応すると話していた。つまり、ハナとオニの数が一
致しているわけではないということは明らかである。オニの数は、ハナの頭の数とトーノの
サマガに対応している。一つのゲルに使われるすべてのオニが同じであることは決められて
いるが、他のゲルに使われるオニと同じであるとは限らない。広いゲルのオニは狭いゲルの
オニより細長いし、数も多くなる。
④   ハーラガ (図１)
『ハーラガ』とは戸のことである。ハーラガという戸の部分、『フリヤ』という戸のかま
ち、そして『ハタッチ』という敷居の三つの部分からなっている。ハーラガには、様々な
ヘー・オガラジが描かれている。冬の寒い時期は、ゲルの温度を保つため、普通、ハーラガ
の外にフェルトを掛ける。戸とかけられたフェルトは必ず左から開けるようになっている。
ハーラガもモンゴル人にとっては大切な部分である。敷居やドアの上部を大切にすること
は、子孫繁栄のシンボルとして見なされる。敷居を踏むこと、ドアの上に手を置くことなど
はタブーである。筆者の調査では、大晦日やお正月の食事をする前にハーラガに供える習慣
もあったと、老人たちが話していた。
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⑤   バガナ (トロゴ－リ) (図１)
『バガナ』とはトーノを支える柱のことである。小さいゲルはオニだけでトーノを支えて
いるが、六以上のハナからなる広いゲルはオニだけでは安定できず、二つか四つの柱を使っ
て、トーノを支える場合がある。バガナは、トーノのノヤン・ヘーチの両端か、ノヤン・
ヘーチの両端とゴル・ヘーチの両端の四点でトーノを支える。つまり、二つのバガナを使う
ときは東西に並べ、四つのバガナを使うとき東西南北に立たせている。バガナにもハーラガ
と同じように様々な絵を描くが、バガナだけに描かれる龍などの絵がある。バガナを踏むこ
とや触ることはタブーとされている。
２   ボリエス
『ボリエス』とはモンゴル語で “巻き物” を表す。つまり、ボリエスとは、ゲルのヤス・
モドを巻く物である。モンゴルでは、羊やラクダの毛でフェルトを作り、フェルトでボリエ
スを作っていた。ボリエスには、トゴラガ、デーブリ、グットルゲ、ウォルヘ、シリデゲの
五種類がある。
①   トゴラガ (図１)
『トゴラガ』とはハナを覆うフェルトを指している。ハナとトゴラガで、ゲルの壁ができ
ている。トゴラガは長方形で、フェルトの端部は布をあててしっかり縫われており、オニと
固定するための綱も付けられている。普通のゲルでは、三枚か四枚のトゴラガを使い、東ト
ゴラガ、西トゴラガあるいは後トゴラガと呼び分けている。
②   デ－ブリ (図１)
『デーブリ』とはオニを覆うフェルトのことである。『エムナ・デーブリ (前のデーブ
リ) 』と『ホイナ・デーブリ (後のデーブリ) 』という二枚で、傘のような形になり、オニを
全体的に覆うことができる。『遊牧民の建築術』では、デーブリの形を「輪きりしたパイ
ナップル」と紹介している［INAXギャラリー企画委員会 1993］。デーブリのトーノとつな
がる上端は『ホーライ (のど) 』と呼ばれている。
③   グットルゲ (図１)
『グットルゲ』とはデーブリを覆う飾りものである。グットルゲはゲルの「綺麗にデザイ
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ンされた衣装である」と説明される。上部はデーブリと同様の形状で、デーブリの上部を覆
い、下部には『ホゥル』と呼ばれる四つの足がつながっている。グットルゲの長さはデーブ
リと同じで、ホゥルには綱が縫いつけられており、綱でグットルゲを固定している。
グットルゲに描かれている絵は、モンゴルの伝統的な絵であるヘー・オガラジが多い。絵
に使われている色は多彩で、その家の女性の腕前を現している。
④   ウォルヘ (図１)
『ウォルヘ』とはトーノを覆う部分である。四方形のフェルトを布で縫い包んで、四隅に
四本の綱を繋げてある。四隅がトーノのヘーチと対応している。ハーラガ側の綱 (前の綱) 
以外の三つの綱をしっかりと固定し、残った前の綱でウォルヘを開けたり、閉めたりする。
ウォルヘは大事にされている。トーノの上にはウォルヘ以外何も出てはいけないとされて
いる。ゲルを建てるときは、ウォルヘを人に踏まれない場所においてから作業をしなければ
ならない。また、後にウォルヘをつけるときは必ず家の主人が参加しなければならない
（「４ ゲルの組み立て」を参照）。ゲルを分解するときも同じように、まずウォルヘを取
り外して、人に踏まれない場所においてから、作業を続ける。
ウォルヘを開けることが、その家の一日の始まりと言ってもよい。モンゴルでは、トーノ
から煙が出たらその家の一日の始まりだといわれるが、ウォルヘを開けないと煙を出すこと
すらできない。順番では、起きてからウォルヘを開け、火をつけて、朝食を用意する。
⑤   シリデゲ (シャラ) (図１)
『シリデゲ』とは、ゲルの中で、下に敷くものを指している。木材を使った場合は『シャ
ラ』と呼んでいる。モンゴル人はシリデゲについてあまりこだわりは無いが、牧畜民たちの
移動生活の変化を最も感じられるものと言えるだろう。
牧畜民たちが長距離を頻繁に移動していた時代には、シリデゲは家畜の毛で作った柔らか
いものを使っていた。移動する際は、シリデゲを巻いて持っていくため、持ち運びが容易な
ものを使っていたと思われる。やがて移動距離が短くなり、移動の頻度が減少すると、シリ
デゲより厚いが、巻いても持ちやすい平坦な木材のシャラを使うようになった。さらに、定
住もしくは年に二・三度だけの決まった範囲しか移動しなくなった現在、モンゴルゲルの床
はセメントもしくは焼きレンガで作られるようになった。フェルトもしくは絨毯 ➝ 木材 ➝ 
セメントもしくは焼きレンガという変化は、遊牧民たちの定住化を反映しているともいえる
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だろう。
３   オーソル・ブセルロ
モンゴルゲルのヤス・モドやボリエスなどを固定する綱を総称して『オーソル・ブセル
ロ』と呼ぶ。移動するとき、ハナやオニをまとめてオーソル・ブセルロに包んで移動する。
オーソル・ブセルロはボリエスと同じ家畜の毛で作るが、ボリエスに使われない鬣などで作
ることが普通である。ゲルに使われているオーソル・ブセルロには、ブセルロ、オーソルと
チッダガン・オーソルの三種類がある。
①   ブセルロ (図１)
『ブセルロ』は、モンゴルゲルのハナや、ハナを巻いたトゴラガを固定している長い綱を
指す。モンゴル人はブセルロを内と外に分けている。ハナを固定しているブセルロを内ブセ
ルロ、トゴラガを固定しているブセルロを外ブセルロと呼んでいる。ゲルの大きさはトーノ
の大きさで決められ、ハナの数で測られているが、実は内ブセルロの縛り具合によりゲルの
広さには多少の変動がある。
②   オーソル
『オーソル』とは、モンゴルゲルを組み立てるとき、トゴラガやデーブリなどの隙間を合
わせるために使われている綱のことである。ブセルロと比べると細くて短い綱である。オー
ソルを付けている部分により、トゴラガ・オーソル、デーブリ・オーソルなどのように分け
て呼ばれている。つまり、トゴラガを固定する綱をトゴラガ・オーソル、デーブリを固定す
る綱をデーブリ・オーソルと名づけられている。
③   チッダガン・オーソル
『チッダガン・オーソル』とはモンゴルゲルのトーノのチッダガンからつながれている綱
のことである。チッダガン・オーソルはブセルロより短くて細い、オーソルより長くて太い
綱である。草原の風が強いとき、チッダガン・オーソルに重いものを掛けて、ゲルが吹き飛
ばされることを防ぐために使われている。
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図１   モンゴルのゲル (出典 在名古屋モンゴル国名誉領事館 ホームページ、図注 筆者作成)
１. トーノ  ２. オニ (断面図)  ３. ハナ  ４. ハーラガ  ５. バガナ
６. シリデゲ (シャラ)  ７. デーブリ  ８. トゴラガ  ９. ウォルヘ
10. ブセルロ (立面図)  11. 完成したゲルの俯瞰図  12.グットルゲ
４   ゲルの組み立て
Ａ、ゲルを立てる場所を決めてから、トーノを真ん中に置き、ハナをトーノの周りに用意
し、組み立てる準備をする。ゲルのハーラガから入れられないような家具などを先に入れて
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おく。
Ｂ、ハナを組み合わせてオーソルでしっかりとめる。
Ｃ、ハナにハーラガを組み合わせて、ブセルロで固定する。
Ｄ、バガナや棒でトーノを持ち上げ、オニをトーノのサマガに差し、ゲルの四隅からハナ
に取り付けていく。ここでゲルの骨組みが出来上がる。
Ｅ、オニの上にデーブリを被らせて、デーブリ・オーソルで固定する。
Ｆ、ハナをトゴラガで巻き、トゴラガ・オーソルで固定しながら、トゴラガの外からブセ
ルロでしっかり固定する。
Ｇ、ゲルの主人がウォルヘをトーノに乗せ、半分折り返しておく。
Ｈ、ゲルの中にシリデゲ (シャラ) を敷き、かまどを設置して、ゲルが完成する。
Ⅲ   ゲルの空間
出来上がったゲルの形は、ハナとハーラガで構成された円柱の上に、トーノとオニででき
た円錐をかぶせたような形である。ゲルでは、ハーラガのところが一番低く、トーノと言う
中央が一番高くなっているのが特徴である。そして、ゲルの中では、場所 (位置) や順が決め
られている。
１   ゲルの空間構造
Ⅱで述べたように、ゲルを建てるときは、ハーラガを南か南東に向けて立てる。ゲルの中
の空間は五つに分けて考えることができる。ゲルの中央に設置されているかまどの場、かま
どからドアまでの出入りの場、かまどからゲルの奥までの「奥方」、奥方・かまど・ドアを
境に右側を男性の場、反対側の左側を女性の場、という五つの場に分けて紹介する。
①   かまどの場
ゲルの中央はかまどの場である。海日汗の論文では、火を囲んで生活していたからゲルの
中央が火の場所になったと書かれている［海日汗 2004］。
「中央」を言い表す言葉はモンゴル語で「ゴォㇽ」と言う。「ゴォㇽ」と言う言葉には中
央や中心と言う意味だけではなく、「最も大事なもの、大事なこと」という意味も含まれて
いる。例えば、「アミ・ゴォㇽ」は命を指している言葉である。また、「ゴォㇽ・ハラッ
ホ」という言葉は、耐えられない程度のショックや飢餓を表している。
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かまどをゲルの中央に設置している理由は、かつて火を囲んで生活していたこと以外にも
いくつかの理由がある。まず、Ⅱで紹介したように、壁に当たる部分の材料は木材とフェル
トであるから、火事を防ぐためにも、かまどを中央に設置するのは一番理想な所である。そ
して、ゲルの中で、煙を排出させる一番適したところは中央にあるトーノであるため、かま
どを中央に設置するのは便利である。
かまどを中央に設置するという習慣上の問題も無視してはいけない。モンゴル人は火を大
事にする民族である。毎年、旧暦12月23日に、テングリの末息子である火の神様を歓送す
る儀礼が行われる習慣がある。日常生活の中でも、汚いものを火に入れない、火の上を跨っ
てはいけないなど、様々なタブーがあり、モンゴル人たちの火を尊敬する心境が現れてい
る。
火を尊敬するモンゴル人の姿勢があらわれている昔話がある。
昔、年寄りの夫婦二人が生活していた。夫婦の生活は貧しかったが、食事をする前には必
ず火の神様に食べ物を捧げていた。ある日、家の主人が見た夢に火の神様が出てきた。神様
は「大晦日の夕方、あなたはラクダの皮に草を入れて、それを背負って走って」と言った。
主人は、火の神様の言った通り、大晦日の夕方に草を入れたラクダの皮を背負って走った。
そのときちょうど、天の神様たちが世界を見回っていて、火の神様が主人を指して「皆見て!
世の中の人々はすごいね、ラクダまで背負って走っている」と言ったので、天の神様たちは
皆主人を見た。この時、夫婦に神様たちの目が向けられたので、夫婦は豊かになり、幸福な
生活を送った。
②  「奥」の場
モンゴルゲルのかまどから奥のハナまでの場が「ホイモリ (奥方) 」と呼ばれている。
「ホイモリ」について、海日汗は、火の場所の真後ろで火の神様に捧げる儀式が行われてい
たことから、ゲルの奥は宗教の空間になったと述べている［海日汗 2004］。「ホイモリ」
という言葉は「一番後ろ」という意味がある。つまり、先に述べたように、モンゴルのゲル
の入り口はすべて南もしくは南東に向けて設けられているため、「一番後ろ」と言うのは、
ゲルの一番「内」側であり、太陽に向かって座る位置でもある。そして、ゲルの入り口がゲ
ルの一番低いところであるから、入ってくる人は必ず帽子を取り、頭を下げて入ってくるた
め、ゲルの「ホイモリ」に対する敬意としてとらえることができる。
さらには「ホイモリ」の場を、飾る場と座る場の二つに分けて考えることもできる。
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飾り場としての「ホイモリ」は、前にも述べたように宗教の場であった。それに平行する
ように飾り物も時代に従って変化し、仏教の神様から文化大革命時代に毛沢東の絵まで飾ら
れ、供えられていた。
座り場としての「ホイモリ」は、座席の中で一番尊い座席である。仏教の時代にはラマた
ちが座っていた場所であり、今日「ホイモリ」は家の主人の座席である。家に来たお客に、
主人より上の世代の人がいれば、そのお客が「ホイモリ」の座席に座るようにしている。
③   男性の場
先述のとおり、ゲルの右側は男性の場である。モンゴルの社会は母系社会から父系社会に
変化し、男性の地位は下位から上位に上がったが、男性の場が右側であることは変化してい
ない。つまり、母系社会ではゲルの左側が上位であったが、父系社会ではゲルの右側が上位
に変化したわけである。
男性の場にも上下の関係がある。ドアから「ホイモリ」まで、座る位置によって地位が変
化していく。ドアの近くに座っている人は地位が一番低い人である。物を置く際にも同じよ
うにドアから「ホイモリ」まで地位が上がっていく。
男性の場に女性が立ち入ることや、女性のものを置くことは禁止されている。
④   女性の場
ゲルの右側の男性の場と対峙して、ゲルの左側は女性の場である。左側のハナにしたがっ
て女性のものが置かれている。女性の場も男性の場と同じように、ドアから「ホイモリ」ま
で地位が上がっていく。
「ホイモリ」には主人の男性が座ることができるが、女性が座ってはならない。小さい子
供も女性の場に座る。
⑤   出入りの場
出入りの場はゲルのハーラガの付近から、かまどまでの場を指している。出入りの場は完
全にゲルの中ではないが、ゲルの空間を構成している場である。客が来るとき、主人はゲル
の外で出迎え、互いに挨拶する。出迎えに主人が出てこないゲルに、客が勝手に入ってはな
らない。挨拶を終えたら、世代順、年齢順でゲルの中に入り、かまどの手前で男性の場と女
性の場に分かれて座る。出るときも、ゲルの外で最後の挨拶をしたのち、去る習慣がある。
75
そのため、出入りの場はほかの四つの場と異なり、はっきりした境界線は存在しないが、ゲ
ル文化の中で無視してはならない存在である。
Ⅳ   固定家屋の構造
ゲルの構造、組み立て、空間構成について上記に紹介した。ここでは、ゲルから移住した
固定家屋の構造、職人や組み立てプロセスについて紹介しよう。
１   固定家屋の材料
家を建てるとき、まずは木材を準備するのが一般的である。木材の使用量は伝統的なモン
ゴルゲルより少ないが、モンゴルゲルのように木材がセットになっておらず、組み合わせな
がら求めていくため、早めの時期から用意しなければならない。そのため、二、三年前から
用意することもよくある。
必要となる木材は、家の屋根を立てるための『ノロー』と『オニ』、家のドアや窓を作る
ための原木である。ノローとは、家の壁の上に東西に置かれる太い丸木のことである。木材
を選択する上で一番大事にされているのはノローであり、太くて真っ直ぐなもののほうが好
まれている。一軒の家を建てるには三つのノローが必要である。オニとは、ノローの上に直
行させて載せる、つまり南北の方向に並べる木材である。オニはノローより細くて軽い。オ
ニを選ぶときは、太さが均一で真っ直ぐなもののほうが好まれる。そして、ドアや窓を作る
木材も用意するが、木材の形より質のほうが求められている。
次に、家の壁の材料を準備する。家を建てる材料は、泥、石と焼きレンガという三つに分
けて考えることができる。壁を泥で作る場合は、職人たちが泥と草をよく混ぜ、長方形の型
で泥塊を作り、日光でよく乾かし、集めておく。壁を石で作る場合は、山から石を掘り出し
て、家まで運んでおく。焼きレンガで作る場合は、市場から焼きレンガを購入し、家まで運
んでおく。
２   職人
牧畜地域で固定した家を建てるとき、牧畜民たちは、家を建てる泥の職人と木工職人を雇
う。職人といっても専業的な職人ではなく、近くに住んでいる農民たちである。一年中忙し
い牧畜民たちと違って、年に一回だけ田植えをする農民たちは、春に田植え、秋に収穫する
大仕事があるが、夏には除草しか仕事がない。そのため、腕がある農民たちは、農作業の合
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間を利用して、近くの牧畜地域でさまざまな仕事をして収入を増やしている。こうした牧畜
地域の泥職人や木工職人たちはほとんど農民たちである。
農民たちを雇って仕事をさせることは、容易なことではない。例えば、家を建てている途
中に、農業の収穫時期になると職人たちが皆帰ってしまい、各々の家の農業の仕事をしてし
まう。農作物の収穫が終わった時、牧畜地域はすでに雨が多い時期に入っており、築造の仕
事ができず、結局仕事が終わらないまま年を越えることもある。
３   家を建てるプロセス
Ａ、家の基礎を作る。家の壁を建てるため、地面を50センチぐらい掘り、石で壁の基礎
を作る。石の基礎は大体、地下の50センチから地上の20センチまで建てられる。
Ｂ、家の壁ができるまで、木工職人はドアや窓を作りながら、ノローとオニの形などを整
える。
Ｃ、壁ができた時点で、ノローやオニを載せて、屋根の骨を作っておく。木工職人は釘で
ノローとオニを固定する。オニとオニの間は10センチぐらいの間隔をあけて並べ、固定す
る。
Ｄ、オニの上に泥を載せて屋根を作るために、柳枝を編んで作った長方形の敷物を置く。
家の主人は、釘で、赤い布をノローに固定し、家族全員が災害を避けられることを祈る。そ
して、柳枝の敷物を敷き、泥を載せるとき、主人は職人たち全員を酒や食事でご馳走する。
Ｅ、泥塗りは、大抵、屋根の部分は三回、壁の部分 (泥で建てる場合) は二回塗る。
Ｆ、最後に、泥の職人たちは家の中の壁を泥で綺麗に塗ったり、ハンジ（後述）やかまど
を作ったりする。同時に、木工職人がドアや窓を据え付けて、家が完成する。
Ⅴ   固定家屋の位置空間
牧畜民たちは、移動する生活に適したゲルから、暖かくてコストが安い固定家屋に移住し
た。そこで、固定家屋に住むようになった牧畜民たちの家にまだゲル文化が残っているか、
あるいはゲル文化がどのように変容したかを、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ四世帯の事例から見てみよ
う。
Ａ世帯の事例 (図２)
Ａ世帯の家屋は南向きで立てられている。三つの部屋で構成されている。「ガダナ・ゲル 
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(外の部屋) 」と呼ばれている真ん中の部屋から、東と西に分けられている二つの部屋があ
る。それぞれ「ジュン・ゲル (東ゲル) 」と「バロン・ゲル (西ゲル) 」と呼ばれている。
「ガダナ・ゲル」の奥の方を壁で分割し、小さい部屋を作って、「ホイト・ゲル (北部屋) 」
と呼んでいる。
「ガダナ・ゲル」から入ると、ドアの右側に大きなかまどが設置されている。左側には食
器入れるタンスが置かれている。食器のタンスにつながって、手や顔を洗う道具が並んでい
る。「ガダナ・ゲル」から三つのドアがあって、それぞれ「ホイト・ゲル」「ジュン・ゲ
ル」「バロン・ゲル」につながっている。
「ガダナ・ゲル」から北へ進むと「ホイト・ゲル」に入っていく。「ホイト・ゲル」とは
狭い部屋である。図で示しているように、東と西の壁についてかまどが設置されている。
「ホイト・ゲル」のかまどは「ガダナ・ゲル」のかまどより小さいが、蒸すもの以外の食品
を全部ここで用意している。かまど以外は食器を入れるタンスが置かれている。設計の内容
を見ると、キッチンルームの役割を果たしていることには違いない。
「ガダナ・ゲル」から東へ進むと「ジュン・ゲル」に入る。「ジュン・ゲル」の北のほう
に大きな「ハンジ」がある。ハンジは部屋の５分の２のスペースを占めている。ハンジの真
ん中には卓袱台が置かれている。ハンジは主に泥で作られており、中には煙が通る道が作ら
れ、冬のときは非常に暖かい。ハンジにつながっているのはかまどであり、部屋の大体中央
を占めている。部屋の南には窓があり、窓につながって食卓が置かれ、食卓の両側に椅子が
置かれている。日常の食事はほとんど食卓で済ませているが、たまに、寒いときには、暖か
いハンジに移動し、卓袱台で済ませることもある。また、部屋の東の壁について二つのタン
スがある。タンスの上は飾り物が並べられ、中には衣類を入れていた。学校に通っている子
供たちが戻ってくるまで、寝食は「ジュン・ゲル」だけを使っている。
「ガダナ・ゲル」から西に進むと「バロン・ゲル」に入っていく。ドアの突き当りにはソ
ファーが置かれ、ソファーの前に茶卓がある。ソファーの南に床と呼ばれているベッドがあ
り、南の壁や窓とつながっている。ソファーの北にはお洒落な家具が二つ置かれている。一
つは衣類のタンスで、もう一つは勉強用の本棚と書きやすいテーブルの役割を果たす机であ
る。ドアの近くに暖房用のかまどがある。子供たちが学校に通っているとき、この部屋は大
体倉庫として使われており、学校が休みのときは子供たちの寝場所になる。そして、「バロ
ン・ゲル」のもう一つの大きな役割は、お正月のときに客間になることである。客間として
使われるとき、ソファーの真ん中の席が上位席になり、「ドトッシ (中へ) 」と言って目上
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の客を真ん中の席に座らせる。主人がソファーの反対側に座り、客を招待する。目下の客に
対しても、自分が上位席に座ることはなく、主人の代わりに子供たちが招待役を果たす。
図２   Ａ世帯 (現地調査により筆者作成)
Ｂ世帯の事例 (図３)
Ｂ世帯の主人は80歳を過ぎている年寄り夫婦である。子供は７人いるが、すべて結婚し
て分家した。
Ｂ世帯の家は南向きで立てられている三軒家である。真ん中の部屋は「ガダナ・ゲル」で
あり、東西にそれぞれ「ジュン・ゲル」と「バロン・ゲル」が設置されている。
「ガダナ・ゲル」のドアから入ると、ドアの両側に一つずつ大きなかまどがある。かまど
はそれぞれ「ジュン・ゲル」と「バロン・ゲル」のハンジを暖める役割も果たしている。そ
して、北の壁の近くに二つの食品を入れるタンスがあって、タンスの上には食器棚が置かれ
ている。東西の壁にそれぞれ「ジュン・ゲル」と「バロン・ゲル」へつながっているドアが
ある。
「ガダナ・ゲル」から東へ入っていくと「ジュン・ゲル」である。ドアから入ると突き当
たりに食卓があり、食卓の両側にそれぞれ椅子がある。食卓の上方の壁に色んな写真が飾ら
れている。「ジュン・ゲル」の南には大きなハンジがある。ハンジの真ん中に卓袱台があ
り、年寄り夫婦はここで食事を済ませている。休憩するときも大体ハンジで横になったり、
窓の近くのところ (ハンジの上) に座ったりしていた。ハンジとつながって、部屋の中央あ
たりに、暖房用の小さなかまどがあった。そして、北壁に沿って三つのタンスがあった。タ
ンスにはそれぞれ食品や食器、衣類などが入っていた。タンスの上は魔法瓶、時計、ラジオ
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や本などが綺麗に並べられていた。普段、家に客が来たら「ジュン・ゲル」の食卓の近くの
椅子に座らせるが、歳の近い仲間が来た場合は、自分と一緒にハンジに座らせる。
「ガダナ・ゲル」から西へ行くと「バロン・ゲル」に入っていく。「バロン・ゲル」の家
具や家具の置く場所などはすべて「ジュン・ゲル」と同じである。「バロン・ゲル」は客の
寝室として使うことが多い。年に一回のお正月のときは、「バロン・ゲル」で来客を招待す
るようになっている。客を招待するときは、食卓を引いて (壁から離して) 、食卓と西壁の
間を上位席にする。つまり、上位席はドアから一番遠いし、ドアの真正面でもある。お正月
に関わらず、二人の老人はバロン・ゲルには大抵来ない。目下の客が来た場合は「ジュン・
ゲル」に入って老人に挨拶し、「バロン・ゲル」の客を招待する役割は子供たちが担当す
る。同じ世代の客が来た場合は「バロン・ゲル」に行かず、直接「ジュン・ゲル」に入って
いくことが多い。
図３   Ｂ世帯 (現地調査により筆者作成)
Ｃ世帯の事例 (図４)
Ｃ世帯は60歳を過ぎている夫婦の世帯である。子供は５人いるが、結婚して分家した
か、都市で仕事をしているため、お正月などの日以外、普段は夫婦二人で生活している。家
は南向きの三軒家である。
家の入り口は真ん中の部屋であり、「ガダナ・ゲル」と呼ばれている。ドアから入ると、
右側に大きなかまど、つまり部屋の南東角に大きなかまどがある。反対側にタンスがある。
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タンスには食器を入れている。「ガダナ・ゲル」の北壁に沿って大きなタンスを二つ置いて
いる。中には食料品を入れている。そして、タンスの前に、テーブルがあり、テーブルの周
りには椅子を置いている。日常の食事はこのテーブルを囲んで済ませている。日常の来客も
テーブルでお茶を飲みながら、話をしている。
「ガダナ・ゲル」から西へ入ると「バロン・ゲル」である。ドアから真正面の、部屋の西
壁に沿って大きなソファーがあり、ソファーの前に茶卓を置いている。ソファーは大体西壁
の真ん中に位置している。部屋の北壁に沿って、「立柜」「平拒」と呼ばれている二つのタ
ンスがある。文字通り、「立柜」というタンスは高く、コートなどを納めることに適してお
り、「平柜」というタンスは、低くて上に物を置くのに適している。部屋の南壁の真ん中ぐ
らいに窓があり、窓の下には洋式ベッドが置かれている。子供たちが戻ってくるときには子
供たちの寝室となり、子供たちがいないときには倉庫として使われる。
「ガダナ・ゲル」から東に進むと、「ジュン・ゲル」に入る。ドアから入って突き当た
り、東壁の真ん中ぐらいにミシンが置かれている。ミシンは綺麗な布で覆われている。そし
て、部屋の南壁につながってハンジがある。ハンジの真ん中に卓袱台があり、家の主人は普
段、ハンジで休憩をとっている。勿論、ハンジは日常の寝場所でもある。部屋の北壁に沿っ
て二つの衣類を入れるタンスが置かれている。タンスは上面から開くもので、赤い色で染め
られている。「ジュン・ゲル」は日常生活に大きな役割を果たしている以外、お正月のとき
にお客を招待する役割も果たしている。お正月になると、ミシンをほかの部屋へ移動させ、
代わりに「ガダナ・ゲル」に置いていた食卓を入れるが、東壁からちょっと (人が入って座
られるぐらい) 離して置いている。そして、食卓と東壁の間の席、つまりドアの真正面でド
アに向いている席が上位席である。お正月の来客の様子では、一番目上の人が上位席に座
る。客が主人より年下であっても、主人より客のほうが上位席に座る。主人は上位席に面し
ている席、ドアに背を向けている席に座って客を招待する。
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図４   Ｃ世帯 (現地調査により筆者作成)
Ｄ世帯の事例 (図５)
Ｄ世帯は50歳ぐらいの夫婦である。娘が大学を卒業して、都市で仕事をしているため、普
段は夫婦だけで生活している。家は南向きの二軒家である。
ドアから入るとちょっと小さい部屋があり、「ガダナ・ゲル」と呼ばれている。「ガダ
ナ・ゲル」の西壁に沿って二つのタンスがあり、中には衣類が入っている。部屋の南東角に
洗面具が置いてある。そして、東と北へ進む二つのドアがある。部屋の面積は小さいが、家
具が少ないため、実際の面積より広く感じさせる。
「ガダナ・ゲル」から東へ進むと「ジュン・ゲル」に入る。「ジュン・ゲル」は、ドアの
位置を中心線として、二つに分けて考えることができる。まず、線の北にはハンジとかまど
がある。ハンジと東壁の間に小さいかまどができるような距離があり、ハンジと部屋を暖め
るかまどが作られている。ハンジに卓袱台はあるが、ハンジで食事をすることはない。そし
て、線の南には、東壁に沿ってソファーがあり、ソファーの前には茶卓がある。ソファーの
対面にテレビとテレビ置き用のテーブルがある。お正月を含めて、客の招待はすべてこのソ
ファーと茶卓で行われている。上位席はソファーの真ん中の席である。主人はいつも自ら来
客を招待するが、決してソファーに座ることはなく、客と茶卓を挟んで面対面で座る。
「ガダナ・ゲル」から北へ進むと「ホイト・ゲル」に入る。「ホイト・ゲル」の北西角に
大きなかまどがある。乳製品に始まり、日常生活の食のすべてをここで作っている。部屋の
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南西角に食器を入れるタンスがある。かまどとタンスの間に水入れ用のかめが置かれてい
る。部屋の東壁に沿って食卓があり、日常の食事などはすべてこの食卓で済ませている。食
卓の北の東壁に小さいドアが一つあって、狭い部屋 ̶  ̶ 倉庫につながっている。倉庫の中
にはいつも食品が収納されており、冬は冷凍した肉を入れたり、夏は乳製品を入れたりす
る。
図５   Ｄ世帯 (現地調査により筆者作成)
Ⅵ   考察
１   住まいと自然関係の変化
上記したようにモンゴル民族の家は伝統的ゲルから、日干しレンガや焼きレンガで作った
固定家屋へ変化した。ゲルは木材と家畜の毛で作ったフェルトや綱などでできているため、
大地を傷付けることがないし、移住するときもすべてを折り畳んで持って行ける。ゲルの
人々は家畜の小屋などを作ることはあるが、材料として使うのが家畜の糞であるため、その
まま放置しても、しばらく時間が経つと栄養分として牧草地に戻っていく。しかし、レンガ
などで作った固定家屋の場合は、山から石材を掘り出したり、大地から土を掘り出したりし
て造られる。表面的には、移動しなくなった、あるいは移動させなくなったため、伝統のゲ
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ルからレンガ造りの固定家屋へと変化したように見えるが、生態環境保護の面から考える
と、人々の思想や信仰まで変化していることが伺える。それでは、こうした変化を起こした
原因は何だろうかという問題を分析してみよう。
まず、牧草地を世帯に請け負わせる制度からの影響をみよう。モンゴル大草原では、牧草
地が共有共用の時代に、「父なる天、母なる大地」という思想が共有され、「大地を傷つけ
るのは母親を傷つけること」として禁じられており、牧草地というのは皆のものであるた
め、誰かの牧草地を傷つける勝手な行動は社会のタブーでもあった。その上に、遊牧と言う
移動生活の必要性によって、ゲルという、大地に傷をつけず、資源を無駄にしない家屋が使
われてきた。しかし、「土地の所有権、あるいは使用権を民衆に渡すべき」という思想の下
で、牧草地を分割して、使用権を各世帯に請け負わせるようになった。割り当てられた牧草
地は請け負った人のモノに過ぎなくなり、大地も母としての存在ではなく、ただのモノにな
り、牧草地を保護する社会的な認識も崩れてしまった。ついに、人々は山を掘って石材を伐
り出し、大地を掘って土を伐り出して、固定家屋を造るようになった。ということは、牧草
地を世帯に請け負わせるという政策は、遊牧地域の大地 (牧草地) を保護する文化を破壊し
た政策である。遊牧地域の「発展」とは、牧草地を保護するものではなく、地下資源の開発
と密接に関わっているものである。
次に、社会制度の面からの影響を考えてみよう。中国社会の市場経済化が進み、東部地域
が優先的に開発されて以来、金銭的価値の社会的地位が急速に上がってきた。そして、市場
経済の波が、1980年代に西部の遊牧地域にも達し、遊牧地域でも金銭優先の考え方が急速
に広がってきた。金銭的な関係が社会の人間関係、さらに人間と自然との関係にまで影響を
及ぼし、決め手となるようになった。遊牧地域の住宅変容を見れば分かるように、金銭の影
響で、自然を大事にする遊牧文化が変容し、フェルトより値段の安い石材や土を掘り出し
て、自然を破壊することに躊躇もなく、家を建てている。
２   かまどの小型化
事例から見ると日常用のかまどは明らかに小型化している。そして、かまどの小型化は、
日常生活にかまどが使われる機会が減っていることを反映している。大きなかまどは乳製品
を作る時と、お正月のような非日常の時だけ使われている。
まず、モンゴルの伝統的遊牧文化の中で、住民と自然の関係を探ってみよう。遊牧生活
は、これまで、「牧草と水を求めて移動し続ける生活」と説明されてきた。遊牧文化の研究
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の中でも、移動の計画性やルート、方法などについては研究が進んでいる。しかし、すべて
の研究において「牧草と水を求めて移動する生活」という概念に対する疑問は提示されてい
ない。こうした概念から遊牧文化を考えると、牧草地が悪化すれば (あるいは悪化する前に) 
遊牧民はほかの地域へ移動していき、牧草地の状況が良くなれば遊牧民は戻ってくるという
ことになる。家畜と草原の関係を調整した文化であったとも言える。
1980年代に行われた牧草地を世帯に請け負わせる政策の下で、全ての牧草地が世帯ごと
に分けられた。調査対象である地域では、人口の密度が高かったため、割り与えられた牧草
地で多くの人を養うことができなくなり、若い子ども達の世代が、都市へ流出している。
1980年代の十世帯から、今、実際に村で生活している世帯は四世帯しかいない。それにも
関わらず、牧草地の生態環境は悪化する一方である。原因を探ると、村の世帯数が減って
も、家畜の利用できる牧草地は変わらない。逆に牧草地の貸し出しにより家畜の数が増えて
いる状態である。牧草地を請け負わせる政策の下で、都市やほかの地域へ移住した人でも、
元の故郷で自家用の牧草地を持って、その所有している牧草地の使用権を他人に貸し出して
いる。借り賃を支払った人たちは、短期で最高の利益を得ることだけを考えて、過放牧をは
じめ、牧草地の生態環境に配慮しようともしないままで、牧草地の生態環境を破壊し続けて
いる。
遊牧地域の牧草地を世帯に請け負わせる政策は、草原地域の生態環境に適した遊牧文化を
破壊し、ついに草原の生態環境を破壊したとしても言い過ぎではない。
次に、遊牧地域の社会構成の面から考えてみよう。かまどの小型化は人数減少の象徴と述
べた。それでは、ここでＭ村村人の年齢構成を見よう。村に残って生活している四世帯の年
齢は40歳代、60歳代、60歳代と80歳代である。しかもこの四世帯には、家の牧畜業を持続
しようとする若い世代はいない。つまり、この村の未来は、伝統的牧畜業を営む地元の人々
がいなくなり、次第に遊牧文化も消えていく可能性が高い。
３   キッチンの内面化
モンゴルの伝統的ゲルの場合、キッチン (かまど) がゲルの真ん中に置かれている。固定家
屋を持っている４世帯のうち、３世帯は、入り口の近くにかまどが設置されている。しか
し、入り口の近くにかまどがあるかどうかに関わらず、日常生活の中でかまどが使われなく
なったことから、人々のかまどに関する考え方の変化が見られると思う。
伝統文化の中では、火は非常に大事にされている。火を点けることが家庭の一日の始まる
85
ことを意味しているし、不潔なものを火で清潔にしていた。ゲルに入ってくる人は全てかま
ど (火) の近くを通過して、身体についている不潔なものを清潔化していたと見ることができ
る。しかし、固定家屋に入り、家族の人数も減った現在は、火を尊敬しているが、火で不潔
を清潔化するということより、料理するときのにおいなどが気になっていることが明らかで
ある。そのため、キッチンが客に見えないところに移動させられている。
４   伝統文化の跡
モンゴルの伝統的住宅であるゲルは五つの場に分けて考えることができる。固定家屋に移
住した現在は、出入りの場 ＝「ガダナ・ゲル」、かまどの場 ＝ かまど、「奥」の場 ＝ 上
位席という三つの場が確認はできる。その他の二つの場、つまり男性の場と女性の場の確認
はできないか、あるいは固定家屋に移住するときに男女の場が失われたと言える。つまり、
男性の場 ＝ 右側 ＝ 上位、女性の場 ＝ 左側 ＝ 下位という関係は、固定家屋の中で見つけ
られなくなった。それでは、今も残されている三つの場がどのように保たれているかを見て
みよう。
まず、出入りの場の変容をみよう。ゲルの場合は、ドアからかまどの手前までの場を出入
りの場とし、ゲルの入り方や触ってはいけないタブーがあった。固定家屋に移住したとき
に、「ガダナ・ゲル」という部屋が出入りの場に代わった。三軒家の場合、「ガダナ・ゲ
ル」から東西へ「バロン・ゲル」と「ジュン・ゲル」に入って行くことは、ゲルの男性の場
と女性の場へ分けていくことと似ている。しかし、上にも述べたように男女という分け方が
なくなり、部屋も上位や下位に分けないようになっている。固定家屋のドアも、ゲルのドア
より高くなり、家に入るときに帽子を取るとか頭を下げるとかの必要がなくなったが、ゲル
の出入り場のタブーはそのまま残っている。例えば、敷居を踏むことやドアの上に手を置く
ことなどは禁止されている。
次に、かまどの場の変容をみよう。ゲルに住んでいた時代、火が大事にされ、ゲルの真ん
中にかまどが設置され、よその人は勝手にかまどの道具に手を付けてはいけない、火には汚
いものを入れてはいけないなどのタブーがあった。固定家屋の場合のかまどは、ドアの近く
に設置されている場合と、最近の、かまどを客に見えない場に設置した場合という二段階が
ある。ドアの近くに設置されている場合、部屋の中央ではないが、ゲルのかまどの設置と似
ている。つまり、出入り口から入ってくる人は、かまどの近くを通過し、ついてきた不潔な
ものを清潔化する意味がまだ存在していることと、入ってくる客からかまどを避けるために
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部屋の角に設置しており、ゲルのかまどを持続しているともいえる。しかし、かまどを客に
見えない場に移動した段階で、ゲルのかまどの意味との大きな差異が見られる。
最後に、「奥」の場の変化を見よう。「奥」をモンゴル語で「ホイモリ」という。モンゴ
ル語の「ホイモリ」には複数の意味が含まれている。例えば、「奥方」、北方、一番奥 (ド
アから一番遠いところ) などの意味がある。つまり、モンゴルのゲルの場合、ゲルという空
間の中で「奥方」、北方と一番奥という場所は一致 (同一の場所) している。それでは、固
定家屋の場合に、「奥方」がどのように変化しているかを分析するため、固定家屋の上位席
の特徴をゲルの「奥方」と比較してみよう。固定家屋に住んでいる４世帯の事例から見る
と、ドアの正面にあり、席の真ん中の位置にあるなどの点ではゲルと一致しているが、部屋
の北側ではなく東側か西側にあるし、ドアから一番遠い角ではなく正面に設置されている。
まとめて見ると、ゲルから固定家屋に移住したとき、ゲルの空間を固定家屋の中で再生しよ
うという人々の工夫が見られているが、形式構造などに制限されて、空間構造の変化も見ら
れている。固定家屋のドアがゲルのドアより高くなって、部屋に入るとき必ず頭を下げる必
要がなくなっているにも関わらず、ドアの正面に上位席を設置している。飾り場としての
「ホイモリ」には、宗教を無くす時期を経て、調査対象４世帯はすでに宗教的な「供えるこ
と」がなくなっているが、その代わりに、家族の写真などの大事なものが飾られている。つ
まり、宗教的な「供えること」がなくなっても、その場をまだ大事にしている伝統文化の跡
が見られる。
Ⅶ   まとめ
移動しながら生活する生活様式は、草原の生態環境の特徴によって、生態環境を保護する
ための生活様式であると見られてきた。しかし、遊牧文化が草原の生態環境を保護している
ことが、生活様式の面だけでなく、モンゴルの伝統的住宅 ̶  ̶ ゲルでも見られる。ゲルの
構成部分は木材や家畜の毛だけを材料にしている。そのため、移動するとき、ゲルを分解
し、ラクダ二頭か牛車一台で運んでいけるし、組み立てるときも３人の男がいれば一時間も
掛からないうちに建ててしまう。分解して移動するときや組み立てて居住するときは、当地
の生態環境に配慮していることが明らかである。そして、ゲルの構成部分を大事にし、生活
の中で様々なルールがあることは、節約による環境への配慮と、客からのゲルの家族に対す
る尊敬の現われである。モンゴルの遊牧民たちは、天と大地を両親とみなし、自分たちをそ
の子供とみなし、自分と自然の関係を比較していた。つまり、人々の生活は必ず自然にした
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がうため、適したら長く居住し、適しなかったらすぐ移動していくための住宅 ̶  ̶ ゲルで
生活してきた。
しかし、定住化と草原を請け負わせる政策の実施により、こうした人々と自然の関係が一
変した。草原を個人に請け負わせたため、自然 (草原) が個人のモノ、あるいは草原が人々
に属するようになった。そして、草原管理の面において社会的な約束力もなくなった。さら
に、市場経済の波で、人々は生態環境の保護より、低いコストで金を貯めることだけ考え
て、フェルトより安い泥を掘り出して、固定家屋を建てて住むようになった。
固定家屋に住んでいる四世帯の事例から見ると、ゲルから固定家屋という形や広さが異
なった住宅に住むようになっても、場という空間では伝統的ゲルの跡が見られる。ゲルの空
間では五つの場が見られるが、固定家屋の場合は三つの場がまだ残っているし、「奥」の場
も日常生活の中で大事にされている。
つまり、遊牧文化の変容は遊牧民たち自ら変えようとしたものではなく、政策や市場経済
の波に変えさせられたものである。こうした変化が、遊牧文化の生態環境を保護する機能を
喪失させ、生態環境を破壊させる結果を招いていることは明らかである。
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